第８回幼児教育実践学会　口頭発表資料　
子ども理解
～子どもとの温かい信頼関係の構築に向けて～
学校法人　沢田学園　認定こども園　みさと幼稚園
1、 はじめに
　本園は、南に高知新港を配する土佐湾を臨み、北には緑豊かな山々をひかえ、身近に自然を感じることのできる高知市郊外に位置している。
『何よりも子どもを第一に』との開園の精神と『感動体験に勝る学びはない』をスローガンに、「豊かな体験を通して、友達同士育ち合い、生きる力を育む」を教育目標とし、教職員が心を合わせ、保育を営んでいる。
広い園庭を備え、子ども達が自然とかか関わって遊べるよう、春にはたんぽぽ・シロツメ草が咲き、青虫を発見し、蝶やダンゴムシを捕まえ、夏にはセミの声がにぎやかに響き、お泊り保育では、蝉の羽化も観察できる。秋にかけては、園庭の周りに意図的に残した雑草群に、コオロギの声が聞こえ、子ども達は、バッタやカマキリ等の虫取りに大忙しとなる。そして、園庭の畑は年間を通して、「育てて、収穫して、食べると言う営み」を子どもたちに体験させてくれる。
　今、季節は夏。園児達は、夏のあそびに夢中である。
2、 研究にあたって
　　　「子ども理解」それは保育の基本であり、私達の営みの出発点である。いいかえれば、子ども達ひとりひとりの心にふれ、その心の動きに応じることから信頼関係が築かれていく。
昨年度の保育の振り返りの中で、子どもの真の姿に気づいてやれなかったとの事例があり、子どもの見えている姿のみに注目し、発達や内面の育ちにそぐわない保育になっていたのではないだろうかという課題が残された。
子どもとの温かい信頼関係を築き育んでいく視点で、本年度、「保育者がひとりひとりの発達や育ちを温かく理解するためには、どのようなかかわりや保育の取り組みが必要か考える」を園内研究テーマとして取り組んでいる。
　園内研究の進め方
1 共通理解
・3歳、4歳、5歳の発達の特性や学びを再確認していく。
・子どもの表情・行動に温かい関心を寄せ、丁寧な振り返りを行う。
　　　・幼児が主体的な遊びを充実するための保育者の関わり方を具体的場面から探る。
②　園内研修の工夫・改善
全員参加の職員会などの時間確保や、職員構成の若い年代への変化もあり、園内研修の方法を試行錯誤しながら取り組んでいく。
チームビジョン【楽しく！明るく！丁寧に！】
●場面記録や保育実践を通して子どもの姿やかかわりを話し合い考える。
　　・明日への環境構成へと繋げる毎日の短時間学年代表連絡会（ホワイトボードを使用）
・クラス便りを持ち寄り検討する。
・週案、個人記録、メモなど記録からの事例検討会やケース会。
　　・写真や動画を利用し、エピソードを検討し振り返りを重ねていく。
・田の字法（4つの視点）で学期や年間を振り返る。
３、実践事例
　　　〈３歳児A男の姿を通して〉
　　　　エピソード１「しゅっぱつ！しんこうー！」
エピソード２「レストランするが～！」
　　　　エピソード３「うんてんしちゃお！」
　　　　エピソード４「いいよ！」
　　　　エピソード５「すごいね！」
〈４歳児K子の姿を通して〉
エピソード１「たこ焼き屋さん：もう、Kやめる」
　　　　エピソード２「たこ焼き屋さん：Kもやりたいもん」
　　　　エピソード３「たこ焼き屋さん：伏し目がちで口をとがらせるK子」
　　　　エピソード４「おうちごっこ」
エピソード５「だいせいこうやね～！」
〈５歳児R男の姿を通して〉
エピソード１「みて　みて～」
　　　　エピソード２「Rくん　みーつけた」

　　　　エピソード３「Kくん　かいじゅうね」
　　　　エピソード４「Rくん　あたったよ」
エピソード５「もう　いっかい　つくったらいいか」
４、まとめと課題
[image: image1.jpg]



[image: image2.jpg]



[image: image3.jpg]



2

